
【谷端川側からの斜線等の取り扱い】

※側道部分が建築基準法上の道路に指定されている敷地では、上記の考え方は当てはまらない。

【谷端川の側道と建築基準法上の道路に接道している場合の取り扱い】

緩和可能なものは以下のものとする。

◎建築基準法第53条

◎建築基準法施行令第128条

◎東京都建築安全条例第19条

側道との境界については土木に確認すること。
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関係条文
建築基準法第53条、建築基準法施行令第20条・第128条・第135条の3・第135条の12
東京都建築安全条例第19条

確認申請の前に側道を含めて2m以上の部分を道
路状に自主整備すれば、建蔽率を10％緩和する。
（A≧2m）
※整備した部分（斜線部分）は敷地に含める。

窓先空地からの避難通路は、側道を含めて確保で
きればよい。
※窓先空地は敷地内に確保すること。

参考文献等
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敷地内通路については、側道を含めて確保できれ
ばよい。

※側道部分が建築基準法上の道路に指定されている
 　敷地では、上記の考え方は当てはまらない。

※右の取り扱いについては、上図のような敷地の場合
　 に適用される。上図と異なる接道の場合は建築課
 　の窓口で個別判断となる。
　 また、谷端川にのみ接道している場合は建築基準
　 法43条の許可が必要になるので、以下の係と協議
 　すること。
 　[建築課 許可・耐震グループ（03-3981-0590）]

高度斜線

日影（令135第条の12 1項1号）

公園の緩和なし。その他これに類する

もの～として、側道の幅員の1/2だけ

外側にあるとみなす。

隣地斜線（令第135条の3 1項1号）

採光（令第20条2項（ ）書き内）

公園の緩和あり。暗渠部分は

都市公園法に基づく緑道なので、

側道+暗渠部分の幅員の1/2だけ

外側にあるとみなす。

延焼の恐れのある部分（法2条1項6号）

道路等と同様に扱い、側道+暗渠部分の

中心線から算定するものとする。

都市公園法に基づく

緑道もしくは公有地


